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医療用材料・人工臓器市場調査を実施    
－人工腎臓市場は２００６年１，５００億円規模に拡大を予測（‘０２年比４５％増）－ 

 

 総合マーケティングビジネスの㈱富士キメラ総研  (東京都中央区日本橋 表 良吉社長

03-3664-5841)は高齢化社会を迎え市場拡大が見込まれるとともに、医療廃棄物対策も迫られ

ている医療用材料・人工臓器市場の現状を明らかにすべく、２００３年４月～６月の調査結果を報

告書「２００３年 メディカルマテリアル市場の現状と将来展望」（Ａ４判 ２３９ページ）にまとめた。 

 

調査のまとめ 

○医療用材料・人工臓器市場規模推移 

２００２年の市場規模 １兆６７８億円、‘０６年の市場規模予測 １兆２，０００億円（伸長率１２％） 

分野別医療用材料・人工臓器市場は、使い捨て医療用具（ディスポーザブル）が４３．９％を占

めトップに立つ。次いで、眼科用材料が２１．９％、人工臓器類が１６．５％と続く。 

分野別の需要規模推移を見ると、人工臓器類、整形外科用材料、歯科用材料が５～１０％の高

い伸び率で推移している。一方、使い捨て医療用具（ディスポーザブル）は横這い、治療用材料、

包装容器については微減傾向になっている。 

需要のほぼ半数を占める使い捨て医療用具(ディスポーザブル)分野が横這いを維持しており、人

工臓器類や整形外科用材料など、拡大していることが、全体で安定した需要トレンドで推移する要

因となっている。 

この市場はこれまで、基本的には拡大傾向で推移しており、今後も年率３％前後の安定した成

長が予測される。高齢化社会の進展や食生活の変化による疾患数の増大、プラスチック化の進

展・市場定着化、医療保険制度に基づく需要確保などが、医療用材料・人工臓器市場全体に共

通するプラス要因となっている。 

● 紙おむつ 

使い捨て医療用具（ディスポーザブル）市場（９品目）では、紙おむつが１，７７０億円で９品目中

約３８％の最大ウエイトを占めている。少子化や、交換頻度減少から市場は２００１年以降減少し

ているが、中長期的に見れば、高齢化の進展でその潜在需要は拡大が見込まれる。 

● コンタクトレンズ、眼内レンズ（人工水晶体） 

眼科用材料市場（３品目）では、コンタクトレンズが１，２２２億円に達し、５２．３%のウエイトを占

めている。その大半が使い捨てタイプへ急激に移行しており、衛生面のわずらわしさが解決し、コ

ストが適正化したことが評価されている。また、眼内レンズ（人工水晶体）は３６０億円規模で１３%
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を占めており、高齢化の進展による白内障患者数の確実な増加から、その採用率は高まっていく

と考えられる。眼科用材料に共通する点は、高齢化社会の進展で、視力維持要求は確実に求め

られることである。２００６年にはコンタクトレンズは１，５００億円規模（伸長率２８％）を予測してい

る。 

● 人工腎臓（ダイアライザ） 

人工臓器類市場（７品目）では、認知度の高い心臓ペースメーカーをおさえ、人工腎臓（ダイアラ

イザ）が約 1，１００億円弱の規模で、７品目のトータルの６１．２%を占めている。日本国内の人工

透析を必須とする患者数は約２２万人に達し、年１万数千人のペースで増加しており、対人口割

合は世界的に高水準にある。人工腎臓（ダイアライザ）は人工透析装置の重要な部品である。２０

０６年には１，５００億円規模（伸長率４５％）を予測している。 

○医療用製品への採用材料 

本調査レポートは、人工臓器類、歯科材料、整形外科材料、使い捨て医療用具（ディスポーザ 

ブル）など３８品目の使用材料の状況を集計している。また、各品目にどのような材料（プラスチッ

クなど）が採用されているのか、採用数もカウントしている。 

使用材料はプラスチックや金属、セラミックなどに大別され、２００２年では全体で１９万６，５３２ト 

ンが使用されている。このうちプラスチック系が１８万４，８５７トンと大半を占めており、全体の９

４％となっている。また分野別の材料使用量は、プラスチック系が使い捨て医療用具（ディスポー

ザブル）の７５％と大半をしめている。 

各製品を構成する材料は多岐に亘っており、様々な材料が多様な製品・部材に使用されている。

プラスチックであってもいくつかの種類を組み合わせ、複合化することによりその製品独自の特性

を持たせている場合が多い。例えば、ポリプロピレンは１１の製品に使用されており、特に使い捨て

医療用具や医療用包装容器製品への使用が中心となっている。以下、ポリエチレン、塩ビ、ポリウ

レタンなど、プラスチック系材料を使用した製品を合計すると、９２種類にのぼる。 

○医療廃棄物の動向 

 医療廃棄物は感染性廃棄物と非感染性廃棄物に分類される。感染性廃棄物は危険なので、特

別管理廃棄物に指定されている。医療廃棄物を適正に分別、保管、収集、運搬、再生、処分など

の処理をすることで、生活環境の保全や公衆衛生の向上を図ること、廃棄物排出の抑制、資源化、

減量化を積極的に進めることが求められている。 

① 医療廃棄物の処理形態 

  医療廃棄物には、使い捨て製品のプラスチック類が高比率で含まれており、焼却処理する際

のダイオキシン類生成という視点からも配慮が求められる。中間処理としては、院内の焼却施設

で焼却、溶融設備で溶融、滅菌装置で滅菌、Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）に有効な薬剤または加熱

により消毒する。焼却施設では、ダイオキシン対策として炉温が、８００℃以上の状態で焼却処理

を行い、二次生成を最小限にするために排ガスはただちに２００℃以下に急冷した後、一部生成し

たダイオキシンをバグフィルターなどで除去することが必須である。 

Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）に有効な加熱処理方法として、マイクロ波、マクロ波、電子線、ガン 

マ線などの新処理技術が開発されている。 
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② 在宅医療における感染性廃棄物の処理の課題 

２０００年４月に施行された公的介護保険制度により、今後在宅医療を選択する患者が増加す 

ると推定される。このような動きにともない在宅医療廃棄物の適正処理が問題視されている。在宅

医療の場は、病院に比べ感染源となる細菌が少ないことから、感染予防上より安全と考えられて

いる。しかし、在宅医療をしていた患者が再入院する原因の３８%が感染症である。 

現行法では感染性廃棄物は「医療関係機関等」から排出されたものと定義されており、家庭か

ら出されている廃棄物は一般廃棄物である。しかし、その中には注射針や血液の付着したガーゼ

などが含まれ、その処理のための方針は明確化されていない。 

調査報告書の構成 

Ⅰ総合分析編として、 

１、医療用材料・人工臓器市場概要 ２、医療製品の採用材料 ３、品目別要求ポイントと対策 ４、

医療廃棄物動向 ５、日本の医療保障の動向などをまとめた。 

Ⅱ集計編として 

１、主要メーカー取り扱い製品一覧（２０６社） ２、市場規模推移及び予測 ３、用途別ウエイト ４、

メーカーシェアの動向 ５、価格動向 ６、研究開発動向などのデータをまとめた。  

Ⅲ 品目別市場編として、人工臓器類、使い捨て医療用具（ディスポーザブル）など８分野３８品目

をとりあげて市場分析を行った。 

以上 
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